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　▶特命担当課長（新設）＝	–�ò�` （旧：産業建設課長）
　▶特命担当課特命担当係＝��	Ó�S�à （旧：農業委員会事務局）
　▶農業委員会事務局（産業係兼務）＝
’�a	¢ （旧：総務課総務係）
　▶町民課保健福祉係＝	��ª�æ�ÿ （旧：地域政策課地域政策係）
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　　◉ 4 月 1 日付異動

　　　▶町民課保健福祉係＝���’	#	% （期間満了により復帰）

　　　▶地域政策課地域政策係＝
�	Ô �$
1Ÿ1•1²1Í

�G（福島県より派遣）
　　◉ 3 月 31 日付異動

　　　▶福島県地域づくり総室＝�¤����� （期間満了により福島県へ復帰）
　　　▶福島県地域医療課＝�•�±�°�õ （福島県へ派遣）
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　▶産業建設課長（農業委員会事務局長兼務）＝�I���Ò

　▶産業建設課建設係＝	–
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平成 31 年　全国山火事予防統一標語
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◆山火事や事故を防ぐために、次のことに注意しましょう。

・たばこのポイ捨てはせず、決められた場所での喫煙や携帯灰皿を持参する。
・火気を使用する場合は、周囲の可燃物に十分注意するとともに消火用の水等を必ず
用意する。

・強風時や乾燥時には、たき火・火入れをしない。
・入山する際はあらかじめ行き先、ルートを確認し、家族に行き先を伝えておく。
・天気予報に気を配り、防寒対策を徹底するとともに、無理な入山は控えましょう。

　今年は、降雪量が少なく渇水状況にもあります。今の時期は、空
気の乾燥や季節風あるいはフェーン現象などの気象条件等から、山
火事発生の危険性が高い時期となります。山火事は一旦発生すると
その消火は容易ではなく、一瞬にして貴重な森林を焼失するととも
に、その回復には長い年月と多くの労力を要することとなります。
　これから暖かくなるにつれ、山に入る機会も多くなりますが、特に、
空気が乾いている日や風が強い日にはたき火や野焼きをしないなど、
火の取扱いには十分な注意が必要です。

�p
　 火事・救急・救助は 119 番まで
　三島町消防団
　会津坂下消防署三島出張所
　電　話　５２－３０３２
　ＦＡＸ　５２－３０３３
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㊟住民基本台帳による数値です。増減
数は前月との比較、出生・死亡・転入・
転出は前月 1 カ月間に届出のあった人
数です。
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人口 �ø�ó�ý�ù�ÿ�ô�ü 出生 �÷

男 �ÿ�÷�û �ô�ø 死亡 �ü

女 �ÿ�ù�û �ô�û 転入 �ø

世帯 �þ�ý�ÿ �ô�ø 転出 �ø

︻
納
期
限　

５
月
７
日
︼

▼
固
定
資
産
税
︵
第
１
期
︶

▼
軽
自
動
車
税
︵
第
１
期
︶

㉄
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
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５
５
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忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

区　分 管　内 三島町
空 き 巣
忍 込 み
事 務 所 荒 し 2
自 動 車 盗
自 転 車 盗
自 販 機 ね ら い 1
車 上 ね ら い
部 品 ね ら い
街 頭 犯 罪 合 計 �� ��

全 刑 法 犯 �� ��
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サ
ロ
ン
の
ご
案
内

▼
滝
谷
和
楽
塾

４
月
12
日
㊎ 

11
時
～　

滝
谷
集
会
所

▼
サ
ロ
ン
な
い
り
社
会
見
学

４
月
15
日
㊊ 

福
島
市
（
花
見
山
）

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

４
月
17
日
㊌ 

10
時
～ 

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
大
登
サ
ロ
ン

4
月
19
日
㊎ 

13
時
30
分
～ 

　
　
　
　
　
　

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
川
井
友
愛
サ
ロ
ン

４
月
22
日
㊊ 

10
時
～ 

川
井
集
会
所

○三島町内で車上ねらいが発生しま
　した。

・車から離れるときは短時間でもド
　アロックしましょう。

・車内にバッグなどを置かないよう
　にしましょう。
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社
会
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祉
協
議
会　
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（
52
）
３
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町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

ご
遺
志
に
よ
る
も
の

五
十
嵐　

義　

信　

様
︵
大　

登
︶

山　

内　

英　

美　

様
︵
西　

方
︶
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　滝谷建設工業㈱は、2 月 11 日に開催された第 47 回雪と火のま
つりの出店売上金を町に寄附されました。田中智仁代表取締役社
長らが役場を訪れ、矢澤町長に目録を手渡しました。
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︵
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︶
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城　
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︶
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発
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第

1
金

曜
日

発
行

)

町
長
日
記 

～
会
津
の
三
泣
き
～

№ 45

　

３
月
の
下
旬
に
な
る
と
、
時
節
柄
毎
日
の

よ
う
に
転
勤
の
あ
い
さ
つ
に
来
る
人
が
多
く

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
三
島
の
小
中
学
校
に

勤
務
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
会
津
地
方
に
勤

務
し
た
国
や
県
の
職
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
光
景
は
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ

ま
す
が
、
い
つ
も
私
は
「
会
津
の
三
泣
き
」

と
い
う
言
葉
を
頭
の
脳
裏
に
よ
ぎ
り
な
が
ら

接
し
て
い
る
自
分
自
身
を
発
見
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、私
は
何
十
年
も
常
に
「
静
」
で
、

転
勤
さ
れ
ま
す
皆
さ
ん
の
人
生
は
何
十
年
も

「
動
」
で
、
非
常
に
羨
ま
し
く
感
じ
る
時
も

あ
り
、
私
も
た
ま
に
は
「
動
」
と
い
う
人
生

を
歩
ん
で
み
た
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
会
津
の
風
土
に

ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
育
っ
た
せ
い
か
、
外
の
視

点
か
ら
の
会
津
や
三
島
を
ど
の
様
に
感
じ
て

い
る
の
か
気
に
り
ま
す
。

　

会
津
人
を
端
的
に
表
現
す
る
言
葉
と
し
て

「
会
津
の
三
泣
き
」
が
あ
り
、
会
津
の
良
さ
、

辛
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
会
津
人
の
気
質
を
、
転
勤

さ
れ
る
皆
さ
ん
が
何
代
に
も
わ
た
り
積
み
上

げ
て
作
り
上
げ
た
言
葉
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
（
一
泣
き
）
始
め
て
会
津
に
赴
任
し
た
人

　
　
　
　
　

  

は
、
よ
そ
者
に
対
す
る
会
津

　
　
　
　
　

  

人
の
と
っ
つ
き
に
く
さ
に
泣

　
　
　
　
　

   
き
ま
す
。

　
（
二
泣
き
）
会
津
の
生
活
に
慣
れ
て
く
る   

　
　
　
　
　

  

と
、
温
か
な
心
に
二
泣
き
し

　
　
　
　
　

   

ま
す
。

　
（
三
泣
き
）
会
津
を
去
る
時
は
、
情
の
深

　
　
　
　
　

  

さ
に
心
を
打
た
れ
、
離
れ
が

　
　
　
　
　

  

た
く
て
三
度
目
の
涙
を
流
し

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　

福
島
県
内
で
も
、
四
方
山
に
囲
ま
れ
た
会

津
は
、
中
通
り
や
浜
通
り
と
違
っ
て
、
昔
か

ら
独
自
の
雪
国
の
生
活
文
化
を
形
成
し
て
き

ま
し
た
。
特
に
会
津
地
方
は
、
食
文
化
や
住

宅
文
化
な
ど
は
新
潟
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
広
域
交
流
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
出
土
品
が
多
く
見
ら

れ
、
決
し
て
閉
鎖
的
な
地
域
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
「
会
津
の
三
泣
き
」
は
会
津
藩
つ

ま
り
武
士
道
の
精
神
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る

言
葉
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

会
津
は
「
会
津
の
三
泣
き
」
と
い
う
気
風

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
心
は
常
に
「
動
」
で

あ
り
、
多
く
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
会

津
の
歴
史
の
蓄
積
を
土
台
と
し
、
外
に
拓
か

れ
た
新
た
な
歴
史
を
創
る
事
が
大
事
な
よ
う

に
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
「
不
易
流
行
」
の
精

神
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

三
島
町
長　
　

矢
澤　

源
成

交
流
か
ら
定
住
へ

　

生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
第
２
期
生
修
了
式
は
３
月
20
日
に
生
活
工
芸
館
で
行
わ

れ
、
矢
澤
町
長
よ
り
４
名
の
ア
カ
デ
ミ
ー
生
へ
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
４
名

は
浅
岐
地
区
に
住
み
、
編
み
組
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
農
作
業
や
地
区
の
方
々
の
ふ

れ
あ
い
な
ど
通
じ
て
三
島
町
で
の
生
活
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
修
了
生
３
名
の
方
が
伝
承
生
と
し
て
、
今
ま
で
培
っ
た
技
術
や
人
脈
を
活
か

し
な
が
ら
引
続
き
当
町
で
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
工
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
第
２
期
生
修
了
式

修了証を手にするアカデミー生の皆さん（左から西山明代さん、
浅葉寛子さん、安彦健一さん、山本美智子さん）

アカデミー生の作品
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